
 　　
耐
用
年
数
が
迫
る
住
宅
が
、

町
内
で
１
０
８
戸
。
建
て
替
え
と
、

耐
震
へ
の
早
急
な
対
応
が
必
要
だ

が
、
来
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
は
。

　
来
年
度
か
ら
、
新
庁
舎
西
側
を

造
成
し
、
万
行
第
一
団
地
と
第
二

団
地
の
建
て
替
え
を
進
め
る
。

　
ま
ず
実
施
設
計
を
行
い
、
平
成

31

年
度
か
ら
宅
地
造
成
完
了
後
、

設
計
工
事
に
入
る
計
画
。
ま
た
引

き
続
き
町
営
、
改
良
住
宅
の
建
て

替
え
、
修
繕
を
地
域
の
皆
様
と
共

に
策
定
、
実
施
し
て
い
く
。 　　

地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
、
早

急
に
こ
の
住
宅
問
題
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

町
と
し
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
財
政
的
な
要
望
を
国
、
県
に
対

し
て
今
ま
で
行
っ
て
来
た
か
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
り

の
住
宅
は
耐
震
性
に
疑
問
が
あ

り
、
震
災
が
起
き
れ
ば
倒
壊
の
危

険
性
が
あ
る
。
避
難
す
る
場
所
も

ふ
さ
い
で
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
早
急
な
取
り
組
み
、
対
応

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
、
入
居
者
や
地
域
関
係
者

と
共
に
公
営
住
宅
再
編
計
画
を
作

成
し
、
順
次
建
て
替
え
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
財
政
的
な
面
も
含
め
て
今
ま
で

要
望
活
動
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
今
後
は
要
望
を
行
い
、
公
営
、

改
良
住
宅
の
建
て
替
え
、
修
繕
事

業
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
。 　　

防
災
と
人
権
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
問
う
。

　
ま
た
、
今
後
、
人
権
問
題
を
取

り
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
防
災
の
中
で
人
権
に
特
化
し
て

取
り
組
ん
だ
こ
と
は
な
い
が
、
防

災
と
人
権
は
切
り
離
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
命
を
守
っ
た
後
の
命
を

つ
な
ぐ
対
策
の
中
で
、
被
災
さ
れ

た
方
々
の
状
況
を
理
解
し
人
権
に

配
慮
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
お
互
い
を
思

い
や
る
こ
と
が
重
要
だ
。
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
解
決
に
つ
い
て
は
、

人
権
尊
重
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
今
後
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
女
性
や

子
ど
も
を
は
じ
め
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
に
対
す
る
人
権
侵
害
な
ど

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
女
性
か

ら
の
視
点
を
生
か
し
、
今
後
、
防

災
に
か
か
る
人
権
研
修
を
検
討
し

て
い
く
。

公営改良住宅

町政を町政を
12 議員が質問・提案を

耐
用
年
数
迫
る
が
建
て
替
え
は

来
年
度
か
ら
設
計
に
入
る

防災と人権

今
後
の
課
題
と

　
　
　
取
り
組
み
は

　
重
要
課
題

今
以
上
に
取
り
組
む

おくもと
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